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●
受
付
会
場
（
完
全
予
約
制
） 

①
大
阪
　和
の
会
・
本
部
　②
大
阪
　大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー 

③
神
戸
　兵
庫
県
民
会
館
　④
京
都
　京
都
府
立
社
会
福
祉
会
館 
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大 会 宣 言

高齢化が急速に進むわが国では、平成２５年（２０１３年）には、４

人に１人が６５歳以上の高齢者になると予測されている。このよう

な超高齢社会にあって、誰もが健康で安心して、生きがいのある

生活を送ることができる長寿社会を築いていくためには、私たち

高齢者自らが豊かな知識と経験を生かし、社会の重要な一員とし

て、幅広い分野において積極的に社会参加し、活動することが求

められている。

本年３月１１日に発生した未曾有の大災害である東日本大震災

は、東北・関東地方の広範囲にわたり、甚大な被害をもたらして

いる。被災地では復興に向けて懸命な努力が行われているが、今

なお厳しい状況が続いている。

この大震災により、私たちが毎日当たり前に元気で暮らしてい

ることがいかに大事なことであるのか、地域における人と人との

つながりが何よりも大切であるのかが再認識された。

私たちは、高齢者の時代といわれる２１世紀が、住み慣れた地域

で、安心して長寿を享受できる安定した社会であることを望み、

そのための必要な取り組みを進めてきた。

これからも、私たちは一致協力して、高齢者もこどもも、すべ

ての人々が安心して豊かな生活が送れるように、私たち高齢者が

率先して、各地域、各世代との交流を深め、創造と連帯の活動を

進めていくことが必要であると考える。

平成２３年度大阪市高齢者福祉大会にあたり、私たちは自立の精

神を掲げ、より一層、創造と連帯の輪を広げ、心豊かな２１世紀を

めざして、次のとおり実践することを誓い、ここに宣言する。

記
一、心とからだの健康づくりをすすめる
一、高齢者が相互に支援する友愛活動をすすめる
一、「きれいな地球をこどもたちに」環境への取り組みをすすめる
一、生活と地域を豊かにする楽しい老人クラブ活動を広げる
一、はつらつとした老人クラブづくりをすすめる
一、老人クラブ発展の基盤強化をすすめる

平成２３年９月６日

大阪市高齢者福祉大会

平
成
２３
年
度
「
大
阪
市
高
齢
者
福
祉
大
会
」（
大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
、
大
阪
市
・
大
阪
市
社
会
福

祉
協
議
会
共
催
）
が
、
９
月
６
日
（
火
）
午
前
１１
時
よ
り
、
大
阪
市
天
王
寺
区
の
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
延
１
４
０
０
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。高
齢
者
福
祉
月
間
で
あ
る
９
月
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。

第
１
部
の
式
典
で
は
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
や
永
年
勤
続
の
ク
ラ
ブ
会
長
へ
の
表
彰
、
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
�
廣
瀬
万
佐
子
と
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
�
に
よ
る
歌
「
日
本
の
四
季
〜
風
に
の
せ
て
」
と
、
各
区
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
ら
の
演
芸
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

午
前
１１
時
、
平
井
し
の

ぶ
さ
ん
の
司
会
で
第
１
部

式
典
が
始
ま
っ
た
。
国
歌

斉
唱
の
あ
と
、
主
催
者
で

あ
る
中
保
昌
理
事
長
が

「
今
年
３
月
１１
日
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
支
援
の
た
め
、
各
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
一
丸

と
な
っ
て
募
金
活
動
や
元

気
袋
づ
く
り
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
復
興
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
震

災
で
地
域
に
お
け
る
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切

な
こ
と
と
再
認
識
し
ま
し

た
。
大
老
連
で
は
、
高
齢

者
の
果
た
す
べ
き
役
割
の

重
要
性
を
考
え
、
会
員
相

互
の
仲
間
づ
く
り
を
進

め
、
社
会
参
加
活
動
を
展

開
し
、
充
実
し
た
長
寿
社

会
と
心
の
ふ
れ
あ
う
地
域

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

続
い
て
、
共
催
者
で
あ

る
大
阪
市
の
平
松
邦
夫
市

長
、
乾
繁
夫
大
阪
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
平
松

市
長
は
「
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
人
口
減
少
時
代
に

入
っ
た
が
、
高
齢
者
の
皆

様
が
健
康
を
保
ち
、
い
き

が
い
を
持
っ
て
積
極
的
に

社
会
に
参
加
さ
れ
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

お
互
い
が
助
け
合
う
大
阪

を
め
ざ
し
て
き
た
。
住
み

や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、

人
と
人
が
支
え
合
い
、
分

か
ち
合
う
社
会
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

る
の
で
、
経
験
豊
か
な
皆

さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し

た
い
」
と
話
さ
れ
た
。

引
き
続
い
て
来
賓
の
紹

介
が
あ
り
、
大
内
啓
治
大

阪
市
会
議
長
が
「
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
東
日
本

大
震
災
の
義
援
金
を
は
じ

め
様
々
な
支
援
を
い
た
だ

い
た
。
今
後
も
豊
か
な
知

識
や
能
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
来
賓
を

代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
た
。

こ
の
あ
と
、
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
感
謝
状
、
永

年
勤
続
会
長
へ
の
表
彰
状

の
授
与
が
行
わ
れ
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
此
花
区

恩
貴
島
ク
ラ
ブ
老
友
会
酉

島
の
宮
義
知
会
長
が
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

最
後
に
、大
会
宣
言（
別

掲
）
を
森
山
ト
シ
子
大
老

連
理
事
が
朗
々
と
読
み
上

げ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
で
第
１
部
の
式
典
を
終

了
し
た
。

午
後
１
時
ス
タ
ー
ト
の

第
２
部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
廣
瀬
万
佐
子
さ
ん

と
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
に
よ

る
歌
「
日
本
の
四
季
〜
風

に
の
せ
て
」
に
、
会
場
か

ら
も
一
緒
に
歌
声
が
聞
こ

え
る
和
や
か
な
雰
囲
気
で

終
始
し
た
。

こ
の
あ
と
、
５
区
老
連

と
５
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
１０
団
体
が
出
演
。
コ
ー

ラ
ス
を
は
じ
め
歌
体
操
、

社
交
ダ
ン
ス
、
謡
曲
、
民

謡
、
指
体
操
と
歌
体
操
、

大
正
琴
、
ピ
ア
ニ
カ
、
民

謡
、
民
踊
な
ど
多
彩
な
演

目
に
参
加
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
あ
り
、
大
会
は
幕

を
閉
じ
た
。

大阪市高齢者福祉大会であいさつする中保昌理事長

◆
大
阪
市
長
感
謝
状

６
ク
ラ
ブ
【
２０
年
優
良
ク

ラ
ブ
】

▽
都
島
区

高
倉
花
寿

会
▽
港
区

双
葉
会
▽
東

淀
川
区

東
井
高
野
第
３

老
人
ク
ラ
ブ
、
豊
里
南
第

６
む
つ
み
会
、
菅
原
菅
寿

会
睦
美
ク
ラ
ブ
▽
住
之
江

区

粉
浜
千
鶴
会

◆
大
老
連
理
事
長
感
謝

状

１０
ク
ラ
ブ
【
１５
年
優

良
ク
ラ
ブ
】

▽
此
花
区

梅
香
第
一

長
寿
会
、
梅
香
第
二
長
寿

会
、
梅
香
第
三
長
寿
会
▽

浪
速
区

稲
荷
二
稲
生
会

▽
東
淀
川
区

東
井
高
野

第
７
老
人
ク
ラ
ブ
、
東
井

高
野
第
８
老
人
ク
ラ
ブ
▽

城
東
区

野
江
み
の
り
会

▽
鶴
見
区

諸
口
第
７
町

会
長
寿
会
▽
住
吉
区

我

孫
子
西
寿
楽
会
▽
平
野
区

和
風
会

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

１
名
【
２０
年
勤
続
会

長
】▽

港
区

市
川
広
子

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

１７
名
【
１５
年
勤
続
会

長
】▽

都
島
区

松
本
隆
治

▽
此
花
区

石
田
政
夫
、

宮
義
知
▽
中
央
区

藤
村

泰
子
▽
浪
速
区

三
好
常

吉
▽
東
淀
川
区

友
井
清

蔵
▽
旭
区

近
藤
悦
子
▽

城
東
区

浅
野
定
義
、
松

葉
常
子
▽
鶴
見
区

前
田

保
男
▽
住
之
江
区

岸
本

政
幸
、
藤
本
明
▽
住
吉
区

田
口
昭
二
▽
平
野
区

国
分
頭
子
、
桜
井
喜
晴
、

向
井
修
▽
西
成
区

岩
田

清
春◆

大
老
連
理
事
長
表
彰

状

２６
名
【
１０
年
勤
続
会

長
】▽

北
区

永
野
歌
子
▽

都
島
区

鶴
下
寅
一
、
中

島
俊
昭
▽
中
央
区

油
谷

る
り
子
▽
西
区

椎
屋
利

則
▽
天
王
寺
区

大
西
實

▽
淀
川
区

柏
木
四
郎
、

藤
本
博
敏
▽
東
淀
川
区

河
合
武
彦
、
幸
田
忠
治
▽

生
野
区

猪
股
良
子
▽
旭

区

大
西
得
夫
、
平
田
誠

作
▽
城
東
区

岡
崎
英

雄
、
藤
林
昌
之
▽
鶴
見
区

正
中
幸
治
▽
阿
倍
野
区

石
村
忠
夫
、
竹
田
昭
一

▽
住
之
江
区

岡
本
光
雄

▽
平
野
区

服
部
富
子
、

久
本
雅
弘
▽
西
成
区

酒

見
尚
兵
、
佐
藤
富
子
、
塚

本
イ
ツ
エ
、
松
本
望
、
宮

脇
三
治

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

１
０
７
名
【
５
年
勤

続
会
長
】

▽
北
区

浅
見
礼
一
、

橘
と
み
江
、
田
中
健
、
森

長
年
▽
都
島
区

石
井
忠

夫
、
小
林
弘
明
、
鹿
野
忠

夫
、
新
子
谷
正
、
傍
島
隆

雄
、
田
中
英
雄
、
西
野
譲

治
、
野
田
利
昌
▽
福
島
区

森
下
早
菜
枝
▽
此
花
区

浅
野
登
喜
子
、西
田
一
、

吉
井
一
郎
▽
中
央
区

東

永
実
子
、
八
木
ひ
ろ
し
▽

西
区

鈴
木
昇
、
武
田
貞

雄
▽
港
区

坂
崎
岩
太
郎

▽
大
正
区

笹
井
安
信
▽

天
王
寺
区

大
西
弘
彦
▽

西
淀
川
区

坂
口
勝
美
、

中
堀
貞
治
、
日
博
藏
、
皆

川
弘
志
▽
淀
川
区

塩
田

敏
治
、
末
廣
昭
治
、
前
田

治
子
▽
東
淀
川
区

佐
々

木
好
一
、
畑
川
せ
い
、
村

上
節
子
▽
生
野
区

青
谷

貞
三
、
神
社
正
一
、
鈴
木

泰
司
、
田
中
康
博
、
谷
實
、

坪
田
外
喜
子
、中
山
巌
輝
、

能
谷
隆
三
、福
井
美
津
子
、

古
谷
ま
さ
子
、前
田
喜
蔵
、

宮
田
健
三
、
渡
邉
善
清
、

▽
旭
区

宇
治
田
友
一
、

岡
田
文
樹
、
櫻
井
茂
子
、

新
谷
政
吉
、
冨
川
正
博
、

長
谷
川
清
継
、宮
城
末
松
、

森
川
一
夫
▽
城
東
区

後

藤
祐
三
、
�
木
秀
子
、
田

邊
桂
治
、野
々
村
幸
士
郎
、

橋
本
哲
司
、
兵
野
房
兌
、

藤
村
和
孝
、
望
月
通
孝
、

横
江
秀
子
▽
鶴
見
区

瀬

尾
保
昭
、
堂
本
加
代
子
、

�
野
豊
、
仲
谷
重
夫
、
西

元
カ
ツ
子
、
馬
場
義
孝
、

廣
岡
昌
隆
、
森
行
雄
、
勇

井
敏
孝
▽
阿
倍
野
区

茨

木
市
代
、
加
藤
正
治
、
越

野
千
代
、
高
木
ヒ
ナ
子
、

宮
川
嘉
壽
子
▽
住
之
江
区

新
田
芳
夫
、藤
原
良
子
、

松
田
左
知
、
山
地
繁
雄
▽

住
吉
区

石
橋
日
出
男
、

居
谷
義
正
、上
田
芳
太
郎
、

及
川
俊
明
、
金
谷
繁
雄
、

紙
谷
正
弘
、
�
岡
利
夫
、

�
田
浩
、
元
山
修
次
、
和

田
道
昌
▽
東
住
吉
区

鴻

原
正
一
、
種
谷
一
子
▽
平

野
区

大
村
晃
、桂
幸
子
、

城
市
雄
三
丸
、�
橋
正
夫
、

中
辻
芳
治
、
浜
口
武
彦
▽

西
成
区

有
地
武
史
、
泉

川
芳
三
、
植
田
敬
右
、
木

越
義
男
、
清
水
一
枝
、
安

田
西
弘
、
山
口
悦
江
、
和

田
春
美

受賞者を代表してお礼のことばを
述べる此花区宮義知会長

▽
コ
ー
ラ
ス
「
浦
島
太

郎
」「
う
さ
ぎ
と
か
め
」。

戸
田
嘉
一
さ
ん
ほ
か
２６

名
。
オ
ペ
ラ
仕
立
て
の
音

楽
劇
で
す
。（
天
王
寺
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
歌
体
操
「
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
「
舞
踏

曲
」。家
門
芳
子
さ
ん
ほ
か

２２
名
。
皆
さ
ん
一
緒
に
歌

体
操
で
健
康
に
。（
東
成
区

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
社
交
ダ
ン
ス
「
ジ
ル

バ
＆
ワ
ル
ツ
」「
ル
ン
バ
の

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」。福

山
侃
子
さ
ん
ほ
か
１５
名
。

リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
軽
快
な

ス
テ
ッ
プ
を
。（
東
淀
川
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
謡
曲
（
小
謡
）「
鶴
亀
」

「
吉
野
天
人
」。
網
谷
輝
久

さ
ん
ほ
か
９
名
。
結
成
三

年
渋
い
の
ど
を
お
聞
き
下

さ
い
。（
北
区
大
淀
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
民
謡
「
よ
さ
こ
い
鳴

子
踊
り
」。�
岡
正
子
さ
ん

ほ
か
２５
名
。
よ
っ
ち
ょ
れ

よ
�

の
鳴
子
踊
り
。（
旭

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
大
正
琴
「
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
「
里
の

秋
」。堀
川
和
子
さ
ん
ほ
か

１１
名
。
合
わ
す
の
が
大
変

猛
練
習
し
ま
し
た
。（
平
野

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
指
体
操
と
歌
体
操

「
好
き
や
ね
ん
大
阪
」。
佐

久
間
誼
江
さ
ん
ほ
か
３１

名
。
指
体
操
・
歌
体
操
で

老
化
予
防
に
。（
港
区
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
ピ
ア
ニ
カ
「
思
い
出

の
ア
ル
バ
ム
」
「
岸
壁
の

母
」。辻
谷
隆
子
さ
ん
ほ
か

２５
名
。
今
春
小
学
校
と
音

楽
交
流
し
ま
し
た
。（
港
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
民
踊
「
鹿
児
島
浜

節
」。吉
田
裕
子
さ
ん
ほ
か

１７
名
。
区
民
ま
つ
り
で
も

踊
り
ま
し
た
。（
天
王
寺
区

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
民
謡
「
出
雲
木
遣
り

唄
」「
船
こ
ぎ
流
し
唄
」。

竹
内
悦
子
さ
ん
ほ
か
１６

名
。
各
地
で
歌
い
継
が
れ

た
民
謡
で
す
。（
住
之
江
区

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

廣瀬万佐子さんとピアノトリオに
よる歌「日本の四季」を披露した

満席になった会場で参加者は式典や
アトラクションを楽しんだ

懸命にピアニカを演奏する
港区老連のみなさん

民謡を披露する天王寺区老人
福祉センターのみなさん
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